
あ
し
な
が
育
英
会
は
、
病
気
や
災
害
、
自
殺
な
ど
で
親
を
亡
く
し

た
子
供
た
ち
や
、
親
が
重
度
の
障
害
（
一
～
三
級
）
を
負
い
働
け
な

い
家
庭
の
子
供
た
ち
の
進
学
を
、
奨
学
金
で
支
援
す
る
と
共
に
、
心

の
傷
を
癒
す
た
め
の
「
心
の
ケ
ア
」
を
実
施
し
て
い
る
民
間
の
非
営

利
団
体
で
す
。

遺
児
母
子
家
庭
の
生
活
と
子
供
の
教
育
問
題

奨
学
金
申
請
者
の
約
八
割
が
、
父
親
を
亡
く
し
た
母
子
家
庭
の
子

供
た
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
一
九
八
八
年
の
設
立
当
初
か

ら
、
特
に
、
こ
の
遺
児
母
子
家
庭
に
焦
点
を
当
て
て
様
々
な
実
態
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
二
月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

物
価
高
、
特
に
生
活
必
需
品
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
遺
児
母
子
家
庭
の

母
親
の
八
三
・
一
％
が
「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
訴
え
、
教
育

費
が
ま
か
な
え
ず
、
四
世
帯
に
一
世
帯
（
二
六
・
三
％
）
の
子
供
た

ち
が
進
路
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
、
遺
児
母
子
家
庭
の
母
親
の
年
間
勤
労
所

得
と
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
間
勤
労
所
得
の
推
移
で
す
。
い
ず

れ
も
税
控
除
前
の
金
額
で
す
。
九
八
年
の
母
親
の
所
得
は
二
〇
〇
万

円
で
一
般
の
四
三
・
二
％
で
し
た
。
そ
れ
以
前
の
調
査
で
も
、
母
親

の
勤
労
年
収
は
一
般
の
約
四
割
台
を
維
持
し
て
い
た
の
で
す
が
、
年
々
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●
事
例
紹
介

●

遺
児
家
庭
の
実
態
と
進
学
支
援
制
度

あ
し
な
が
育
英
会



月
給
の
手
取
り
額
の
平
均
は
わ
ず
か
一
二
万
円
で
、
〇
七
年
に
お

け
る
四
五
歳
～
四
九
歳
の
一
般
女
性
の
、
ボ
ー
ナ
ス
を
除
い
た
月
給

の
平
均
二
四
万
二
二
〇
〇
円
の
四
九
・
五
％
と
半
分
以
下
で
す
。
遺

族
年
金
な
ど
を
含
め
た
ひ
と
月
の
平
均
総
収
入
は
一
六
万
五
二
六
九

円
、
平
均
総
支
出
二
〇
万
四
三
一
五
円
で
、
毎
月
三
万
九
〇
四
六
円

の
赤
字
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
苦
し
い
家
計
に
物
価

高
が
追
い
討
ち
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
と
て
も
苦
し
く
な
っ
た
」
二
九
％
、「
苦
し
く
な
っ
た
」
五
四
・
一

％
。
合
わ
せ
る
と
八
三
・
一
％
に
も
上
り
、
物
価
高
が
遺
児
母
子
家

庭
を
苦
境
に
追
い
込
ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
母
親
は
ど
の
よ
う
に
家
計
を
や
り
繰
り
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
被
服
費
を
切
り
つ
め
る
」
七
七
・
一
％
、「
食
費

を
切
り
つ
め
る
」
六
九
・
三
％
、
「
光
熱
水
道
費
を
切
り
つ
め
る
」

六
三
・
三
％
、「
交
際
費
・
小
遣
い
を
切
り
つ
め
る
」
五
三
・
七
％
、

「
教
養
娯
楽
費
を
切
り
つ
め
る
」
五
一
・
二
％
、「
貯
金
を
取
り
崩
す
」

五
一
％
が
上
位
六
位
を
占
め
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
「
教
育
費
を
切

り
つ
め
る
」
は
一
三
・
六
％
で
第
八
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
母
親
は

被
服
費
・
食
費
・
光
熱
水
道
費
を
切
り
つ
め
、
地
域
と
の
交
際
を
絶

ち
な
が
ら
極
力
生
活
費
を
節
約
し
、
そ
れ
で
も
不
足
の
場
合
は
貯
金

を
取
り
崩
し
、
子
供
の
教
育
費
に
回
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。

以
上
の
よ
う
に
、
遺
児
の
教
育
環
境
は
極
め
て
劣
悪
で
す
。
二
六
・

三
％
、
す
な
わ
ち
四
世
帯
に
一
世
帯
も
の
子
供
た
ち
が
、
家
計
や
学

費
の
こ
と
を
考
え
て
進
路
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
自
由
記
述
欄
を
読

む
と
、
進
学
を
あ
き
ら
め
日
々
無
気
力
に
な
っ
て
い
く
子
供
の
姿
を

見
て
、
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
を
責
め
「
も
う
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
訴

え
て
い
る
母
親
も
い
ま
し
た
。

奨
学
金
制
度
の
充
実
と
高
校
、
大
学
の
授
業
料
全
額
免
除
を

遺
児
が
希
望
を
失
う
こ
と
な
く
勉
強
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
が
政
府
・
各
党
に
要
望
し
て
い
る
項
目
を
二
つ
だ
け
紹

介
し
ま
す
。
一
つ
は
奨
学
金
制
度
の
充
実
で
す
。
自
治
体
の
奨
学
金

制
度
に
は
他
の
奨
学
金
と
併
用
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ

の
奨
学
金
で
は
足
り
な
い
世
帯
が
三
一
・
七
％
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
併

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
二
つ
目
は
、
生
活
保
護
水
準

以
下
の
遺
児
母
子
世
帯
な
ど
貧
困
世
帯
の
子
供
に
関
わ
る
高
校
、
大

学
の
授
業
料
の
全
額
免
除
で
す
。
日
本
の
教
育
費
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
の
中
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
高
額
で
、
貧

困
に
あ
え
ぐ
遺
児
に
と
っ
て
、
大
学
進
学
は
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

あ
し
な
が
育
英
会
は
、
遺
児
に
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
、
立
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減
少
し
、
〇
三
年
に
は
一
三
一
万
円
と
一
般
の
二
九
・
六
％
に
ま
で

落
ち
込
み
ま
し
た
。
〇
四
年
に
や
や
回
復
し
た
も
の
の
、
〇
六
年
は

一
三
七
万
円
で
一
般
の
三
一
・
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
落
差
の
程
度
で
す
。
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
〇
六
年
の
勤
労
年
収
は
八
年
前
の
九
八
年
の
六
％
減
で
す
が
、

母
親
の
場
合
は
三
二
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
低
所
得
者
ほ
ど
貧
し

く
な
る
と
い
う
「
格
差
社
会
」
の
実
態
が
、
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ

か
り
ま
す
。
そ
こ
に
襲
い
か
か
っ
た
の
が
物
価
高
で
す
。

〇
八
年
二
月
、
遺
児
母
子
家
庭
の
高
校
一
年
生
の
母
親
八
〇
八
人

と
、
〇
八
年
四
月
に
高
校
入
学
を
予
定
し
奨
学
金
を
予
約
し
て
い
た

中
学
三
年
生
の
母
親
六
〇
九
人
の
、
合
わ
せ
て
一
四
一
七
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
た
と
こ
ろ
、
回
収
し
た
有
効
票
は
一
〇
六
四

票
、
有
効
回
答
率
は
七
五
・
一
％
に
も
の
ぼ
り
、
自
由
記
述
欄
も
び
っ

し
り
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
回
答
率
は
三

〇
％
台
で
し
た
の
で
、
今
回
の
回
答
率
の
高
さ
は
驚
異
的
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
に
、
お
母
さ
ん
方
は
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
、
ワ
ラ
に
も
す
が
る

思
い
で
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

有
効
回
答
を
寄
せ
た
一
〇
六
四
人
の
う
ち
、
失
業
中
で
仕
事
を
探

し
て
い
る
母
親
は
九
・
五
％
で
、
四
五
歳
～
五
五
歳
の
一
般
女
性
の

完
全
失
業
率
の
三
・
四
倍
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
母
親
の
健
康
状
態

は
、「

病
気
が
ち
」「
治
療
中
」「

病
気
だ
が
治
療
を
受
け
て
い
な
い
」

を
合
わ
せ
る
と
三
〇
・
六
％
と
、
三
人
に
一
人
の
割
合
で
す
。
就
業

中
の
母
親
で
も
、
八
九
九
人
中
二
四
・
七
％
を
占
め
る
二
二
〇
人
が

健
康
を
損
ね
て
い
ま
す
。
生
活
の
た
め
に
は
病
気
で
あ
っ
て
も
無
理

し
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

働
い
て
い
る
母
親
八
九
九

人
の

就
業

形
態
は
、
「

常
雇
い
」
三
三

％
。
「

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ

イ
ト
」
「

派
遣
」
「

臨
時
・
日

雇
い
」
な
ど

の
不
安
定
就
労
が
五
五
・
四
％
と
半
数
以
上
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
、

不
安
定
就
労
の
母
親
の
う
ち
、
二
つ
以
上
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て

い
る
割
合
は
二
一
・
二
％
と
五
人
に
一
人
で
し
た
。
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一般と遺児家庭の母親の勤労年収比較
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大
学
奨
学
金
制
度
の
詳
細

対
象
＝
予
約
募
集
は
次
年
度
に
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
進
学
を
希

望
し
て
い
る
受
験
生
。
在
学
募
集
は
大
学
や
短
大
に
在
学
し
て

い
る
学
生
が
対
象
で
す
。

出
願
期
限
＝
予
約
募
集
六
月
三
〇
日
、
在
学
募
集
五
月
二
五
日

募
集
人
員
＝
予
約
三
五
〇
人
、
在
学
一
三
〇
人

奨
学
金
の
額
＝
月
額
四
〇
〇
〇
〇
円
。
た
だ
し
、
申
請
に
よ
り
、

学
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
に
限
り
、
月
額
五
〇
〇

〇
〇
円
の
特
別
奨
学
金
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
に
合
格
し
た
人
に
対
し
、
面
接
試
験
と
簡

単
な
筆
記
試
験
を
行
い
、
採
用
を
決
定
し
ま
す
。
試
験
日
は
予

約
募
集
八
月
下
旬
、
在
学
募
集
六
月
上
旬
で
、
東
京
の
会
場
に

て
一
泊
二
日
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
筆
記
試
験
科
目
は
予
約
募

集
で
は
「
国
語
と
英
語
」
ま
た
は
「
国
語
と
数
学
」
の
い
ず
れ

か
を
選
択
。
在
学
募
集
で
は
「
国
語
」
の
み
で
す
。

貸
与
期
間
＝
採
用
年
の
四
月
か
ら
正
規
の
最
短
修
業
年
限
の
終
期

ま
で
。

送
金
方
法
＝
原
則
と
し
て
、
三
か
月
ご
と
に
三
か
月
分
の
奨
学
金

を
指
定
さ
れ
た
本
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

私
立
大
学
入
学
一
時
金
＝
予
約
募
集
出
願
者
の
み
が
対
象
で
、
申

請
書
は
予
約
採
用
決
定
通
知
（
一
〇
月
上
旬
送
付
）
に
同
封
し

ま
す
。

出
願
書
類
＝
あ
し
な
が
育
英
会
か
ら
電
話
（
℡
〇
三
―
三
二
二
一
―

〇
八
八
八
）
に
て
取
り
寄
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
sh
in
a
g
a
.o
rg
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

月
一
万
円
で
生
活
で
き
る
「
あ
し
な
が
心
塾
」
と
「
虹
の
心
塾
」

あ
し
な
が
育
英
会
は
、
た
と
え
生
活
保
護
家
庭
の
遺
児
で
あ
っ
て

も
志
を
持
っ
て
頑
張
れ
ば
、
首
都
圏
や
関
西
の
私
立
大
学
に
通
え
る

よ
う
に
と
、「
あ
し
な
が
心
塾
」（
東
京
都
日
野
市
）
と
「
虹
の
心
塾
」

（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
二
つ
の
学
生
寮
を
開
設
し
ま
し
た
。

寮
費
は
光
熱
費
な
ど
も
含
め
、
朝
夕
の
二
食
付
き
で
月
一
万
円
。

ベ
ッ
ド
、
机
、
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
な
ど
は
一
人
ず
つ
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
共
用
設
備
は
、
大
浴
場
、
洗
濯
室
（
洗
濯
機
・
乾
燥
機
）、

食
堂
、
研
修
室
、
自
習
室
、
談
話
室
な
ど
で
、
全
館
冷
暖
房
完
備
で

す
。た
だ
し
、
た
だ
の
「

安
宿
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
心
塾
」
と
い

う
名
称
が
示
す
よ
う
に
、「
あ
し
な
が
さ
ん
」
を
は
じ
め
全
国
の
方
々

の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
学
生
寮
に
は
「
世

の
た
め
人
の
た
め
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
」
と
い
う
使
命
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
独
自
の
ル
ー
ル
や
、「

読
み
・
書
き
・
ス
ピ
ー
チ
」「

海
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派
に
成
長
さ
せ
、
次
世
代
へ
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
こ
そ
、

政
治
や
私
た
ち
大
人
が
果
た
す
べ
き
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
局
は

社
会
全
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
事
業
に
取

り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
本
会
の
奨
学
金
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
政

治
や
社
会
の
支
援
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

あ
し
な
が
奨
学
金
は
無
利
子
で
二
〇
年
以
内
の
割
賦
返
済

あ
し
な
が
育
英
会
の
具
体
的
な
教
育
支
援
内
容
に
は
、
別
表
の
と

お
り
四
種
類
の
奨
学
金
制
度
と
二
種
類
の
入
学
一
時
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
奨
学
金
は
入
学
一
時
金
分
も
含
め
て
、
貸
与
終
了
後
六
か
月

経
過
し
て
か
ら
二
〇
年

以
内
で
、
年

賦
（
一
二
月
）
・

半
年

賦
（
六

月
と
一
二
月
）
・
月

賦
（

毎
月
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

無
利

子
で
返
還
し
て
い
た
だ
き
、
後
輩
遺
児
の
奨
学
金
と
し
て
繰
り
返
し

つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
返
還
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

願
い
出
に
よ
っ
て
そ
の
期
間
の
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
金
申
請
時
や
返
還
時
の
連
帯
保
証
人
は
第
三
者
を
た
て

る
必
要
は
な
く
、
保
護
者
（
祖
父
母
等
も
含
む
）
一
人
で
か
ま
い
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
他
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
で
、
き
ょ
う
だ
い

何
人
で
も
同
時
に
利
用
で
き
ま
す
。
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別表 あしなが奨学金の種類

奨 学 金 の 種 類 貸与月額 出 願 期 限 募 集 人 数

高 等 学 校 奨 学 金

（高等専門学校も含む）

国公立 25,000円
予約 前期７月31日

後期12月15日

在学 前期５月25日

後期９月30日

予約 1,300人

在学 450人（全学年）私 立 30,000円

大 学 奨 学 金

（短期大学も含む）

一 般 40,000円
予約 ６月30日

在学 ５月25日

予約 350人

在学 130人（全学年）
特 別 50,000円

専修･各種学校奨学金 一 律 40,000円 在学 ５月25日 在学 75人（１年生）

大 学 院 奨 学 金 一 律 80,000円 在学 ５月25日 在学 若干名（１年生）

私立高校入学一時金 300,000円 予約採用者のうち約60人

私立大学入学一時金 400,000円 予約採用者のうち約30人



外
留
学
研
修
」
な
ど
の
実
力
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
大
学
の
学
問
に
真
剣
に
取
り
組
め
ば
、
豊

か
な
人
間
に
成
長
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
日
本
の
厳
し
い
格
差
社

会
の
な
か
で
も
十
分
に
生
き
抜
い
て
い
け
る
力
が
育
つ
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

①
朝
六
時
起
床
・
清
掃
、
門
限
午
後
一
一
時
（
願
い
出
に
よ
る
延

刻
あ
り
）。

②
挨
拶
励
行
。
礼
儀
重
視
。

③
一
、
二
年
生
は
四
人
部
屋
で
切
磋
琢
磨
し
、
三
年
生
以
上
は
個

室
で
学
問
に
専
念
。

④
心
塾
講
座
＝
各
界
で
活
躍
す
る
有
識
者
や
先
輩
の
講
義
を
聴
い

て
作
文
を
書
き
、
専
門
の
先
生
か
ら
添
削
指
導
を
受
け
る
。

⑤
読
書
感
想
文
＝
課
題
図
書
と
自
由
選
択
図
書
の
二
冊
分
の
感
想

文
を
毎
月
提
出
し
、
専
門
の
先
生
か
ら
添
削
指
導
を
受
け
る
。

⑥
ス
ピ
ー
チ
講
座
＝
月
に
一
回
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら

実
地
指
導
を
受
け
る
。

⑦
有
志
を
対
象
と
し
た
海
外
留
学
研
修
や
語
学
講
座
な
ど
。

な
お
、
入
寮
希
望
は
、
大
学
受
験
年
の
八
月
末
に
行
わ
れ
る
「
大

学
奨
学
生
予
約
採
用
試
験
」
で
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
合
せ
先

あ
し
な
が
育
英
会

〒
一
〇
二
―
八
六
三
九

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
―
六
―
八

電
話

：

〇
三
―
三
二
二
一
―
〇
八
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

〇
三
―
三
二
二
一
―
七
六
七
六

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
sh
in
a
g
a
.o
rg
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